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要旨：伐採・搬出と同時並行して地拵えや植栽までを行う一貫作業システムにおいて，伐出機械が地拵え作業をど

の程度行っているのかを明らかにすることを目的に，北海道千歳市で実施された車両系一貫作業システムのビデオカ

メラ撮影による作業時間分析を行った。分析の結果から，フェラーバンチャ，ハーベスタ，グラップル及びグラップ

ルレーキが地拵えを行っており，その作業時間の合計は 15.1 時間であった。伐倒から搬出までの総作業時間は 48.1

時間で，伐出機械が地拵えに貢献した割合は 31％であった。 
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Ⅰ はじめに 

従来，伐採から植栽までの再造林において，伐採・搬

出と地拵え・植栽は別々に行われる。これに対し一貫作

業システムは，伐採・搬出で用いる機械を利用して，地

拵えを同時並行的に行い，地拵えを終えた箇所から順次

植栽を行う作業システムである。鹿児島県での車両系一

貫作業システムの実証では，人力による従来型作業に比

べ大幅な作業効率の向上・省力化が認められている（１）。 

しかし，伐出機械がどの程度地拵えに貢献しているの

か明らかにされていないことから，今回，車両系の一貫

作業システム実施箇所においてビデオカメラによる作業

時間分析を行うこととした。 

なお，一貫作業システムは，伐倒から植栽までを一体

的に行う作業システムであるが，今回は，伐採から搬出

までの作業に焦点を当てて報告する。 

 

Ⅱ 調査地及び調査方法 

１．調査地 北海道千歳市の北海道森林管理局石狩森

林管理署千歳国有林 5351 林班ろ小班（42°49′26″N，

141°32′33″E，標高約 80m）で調査を行った。小班

面積は 41.91ha で，今回の調査地はその内，面積 0.87ha

の第 15 伐区を対象とした。地形はほぼ平坦地である。 

伐採した林分は，51 年生のカラマツ林で，平均樹高は

22.3ｍ，平均胸高直径は 31.5cm，林内にはハルニレ，シ

ラカンバ，ミズナラ等の落葉広葉樹が一部混交した林分

であった。 

２．調査方法 伐採から搬出までの各作業を作業機械

別にビデオカメラで撮影を行った。撮影された延べ50時

間以上の映像を分析に供し，機械別に作業の中身で区分

して，それぞれに作業時間の積算を行った。撮影は平成

27 年９月８日～11 日の４日間に，撮影者３名で分担し

て行った。 

 

Ⅲ 結果 

ビデオカメラによる作業時間分析の結果，伐倒から搬

出までの総作業時間は 48.1 時間であった。 

各工程の作業の流れを図－１，作業時間の内訳を図－

２に示す。 

１．伐倒 伐倒はフェラーバンチャとハーベスタによ

り行われた。両機械の作業時間は合計 3.2 時間（7％：総

作業時間に対する割合。以下同じ。）で，内訳はフェラー

バンチャ 1.6 時間，ハーベスタ 1.6 時間であった。 

２．木寄せ 木寄せはフェラーバンチャ，ハーベスタ

及びグラップルにより行われた。これらの作業時間は合

計 7.2 時間（15％）で，内訳はグラップルが最も多く 5.6

時間，続いてハーベスタ 1.1 時間，フェラーバンチャ 0.5

時間であった。 

３．地拵え 地拵えは，木寄せと同時並行して実施さ

れたものと，一連の作業の仕上げとして最後に実施され

たものとがあった。前者は伐採地に大量に存置された末

木枝条を除去し植栽できるようにする本来の地拵えであ

り，後者は本来の地拵えが終わった後に追加的に行われ
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た細かい枝条を除去する掃除的な地拵えである。前者の

地拵えは，フェラーバンチャ，ハーベスタ及びグラップ

ルにより行われ，これらによる作業時間の合計は 11.9 時

間であった。その内訳はハーベスタ 4.4 時間，グラップ

ル 3.9 時間，フェラーバンチャ 3.6 時間である。後者は，

グラップルレーキによる地拵えで 3.2 時間であった。前

者と後者を合わせた作業時間は 15.1 時間で，全工程の総

作業時間の 31％であった。 

また，木寄せ・地拵えを専らとするグラップルについ

て作業内訳を示すと，木寄せ 5.6 時間に対して，地拵え

は 3.9 時間であった。その割合は，それぞれ 59％と 41％

であった。 

なお，今回発生した末木枝条は，バイオマスとして販

売するため全て伐区中央の作業道の両脇に集積された。 

４．造材 造材はハーベスタによって行われ，作業時

間は 13.8 時間（29％）であった。 

５．搬出 搬出はフォワーダとグラップルの共同作業

で行われた。作業時間の合計は 8.8 時間（18％）で，グ

ラップルによる積み込み及び積み下ろしが 5.9 時間，フ

ォワーダによる先山から土場の運材が 2.9 時間であった。 

６．生産性 調査地において搬出された出材積は

142.8 ㎥であった。伐採から搬出までの総作業日数は 6.9

人日（１人日７時間）に相当することから，伐採の生産

性は 20.7 ㎥/人日であった。但し，この値は実作業時間

のみで算出したものであり，小休止や点検整備等の時間

は含まれていない。一方，作業日報による集計結果は合

計 9.1 人日であり，作業日報から算出した伐採の生産性

は 15.7 ㎥/人日であった。 

 

Ⅳ 考察 

作業日報では木寄せとして一括されていたグラップル

による作業が，ビデオカメラによる時間分析を行ったこ

とで地拵え時間を具体的に木寄せと分割して示すことが

できた。 

地拵えは，本来グラップルが専らとする作業と考えて

いたが，今回の作業時間分析の結果から，グラップルに

限らず，掴む機能のあるフェラーバンチャやハーベスタ

でも同様な地拵え作業に貢献していることが分かった。 

このように木寄せの段階で並行して地拵えを行うこと

で，伐出機械が有効に活用され，作業効率が高まること

から，再造林の低コスト化には有効な手法であると考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※総作業時間：48.1時間 
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図－１. 各作業工程に導入された作業機械 

※1 グラップル・フェラーバンチャ・ハーベスタによる

本来の地拵え 

※2 グラップルレーキによる仕上げ地拵え（細かい枝条

の除去） 

図－２. 伐採から搬出までの作業時間内訳 

本来の地拵え

25％ 

仕上げ 

6％ 


